
【全国学力学習状況調査について】 
４月、全国学力学習状況調査が行われました。点数が全てではありませんが、毎年の結果からは、児童の学
習や生活の傾向が見えてきます。 
本校は、「友だちとのかかわり合いの中で、話す力聞く力を養おう」のテーマで、国語を中心に学習指導の研
究に取り組んでいます。学力調査でも、文章で解答する難しい問題にも、最後まで取り組もうとする姿が見られ
ました。 
一方で、算数では、「なぜ」「どうして」などの理由を説明することが苦手でした。いわゆる基礎学力（知識・
スキル）が十分に身についていない、日常生活で活用する力が弱いことなどが考えられます。 
このような問題がありました。 

これまでの知識と経験が結びつけて考える問題ですが、正答率は４２％でした。 
また、左のイラストのような秤の目盛りを読み取る問題でも、正答率は５１％でした。（最近はデジ
タルのものが多いことも原因の一つかもしれません） 
学校では、具体例と結びつけながら、より分かりやすい学習活動を今後も工夫してまいります。ご
家庭でも、生活の中で様々な体験を、たくさん経験させてあげてください。 

 

【大和小学校がもし１００人の村だったら】 
子どもたちの様子や思っていることを「１００人の村」で表してみました。ご家庭でも話題にしていただければと思います。 

大和小村の村人は ・・・ 

 ９３人は、毎日朝食を食べてから学校に来ています。 

 ３０人は夜更かしをすることが多く、１５人は朝起きるのがつらいようです。 

 毎日学校に行くのを楽しみに、79人が登校しています。 

 ほとんどの子は普段新聞を読むことがありません。毎週読んでいる子は３人です。 

 読書好きな子は７６人です。２４人は毎日１時間、本を読んでいます。 

 放課後、塾や家庭教師の先生に勉強を教わっているのは４０人です。 

 ７９人は自分によいところがあると思っていて、７７人は将来の夢や目標を持っています。 

 ９０人が困っている人を進んで助けていて、人の役に立ちたいと９３人が思っています。 

 「いじめはぜったいによくない」と思っているのは９５人です。【１００人全員にそう思ってほしいと願っています。】 

 毎日を健康に過ごすために、授業で学んだことを普段の生活に生かしている子は７３人です。 

 先生が自分のよいところを認めてくれていると感じているのは８９人、８６人は、先生が熱心に勉強を教えてくれていると

思っています。 

 ８９人は、普段の生活に満足していますが、８人は友達関係に悩んでいます。 

 困ったことや不安があったときに、先生に相談している子は、６３人です。 

 インターネットで情報を収集する力は、８５人が持っています。 

 ＰＣを使うと、「自分のペースで学習ができる」「わからないことをすぐ調べることができる」「画像や動画で学習内容が

よくわかる」・・・８７人がそう考えています。 

 

 大和小学校では、国語や道徳を中心に、互いに話し合い認め合う活動を続けています。８１人は、それらを通して、自分の

考えを深めたり、新たな考えに気づいたりすることができています。 

 ８９人は、友達の考えを大切にしてお互いに協力しながら、学校生活を過ごしています。                （学校長） 
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使いかけのハンドソープのボトルがあります。入っている液体と容器を合わせた重さは２７０ｇです。 

空になるまでに何プッシュすることができるのかを知るためには、他に何がわかればよいですか。 

ア．新品のハンドソープの重さ ---------------- ３６０ｇ 

イ．ハンドソープの容器の重さ ---------------- ６０ｇ 

ウ．１プッシュ分のハンドソープの液体の重さ --- ３ｇ 

エ．１日に手を洗う回数の平均 ---------------- ７回 


